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（１）福島県におけるバイオマス関連産業の現状各
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●メタン発酵システム
・事業収入として売電を主に考える場合、事業採算性は比較的大型（100ton/day)を超える設
備が望ましい。
・それ以下の場合、食品残渣や家畜糞尿などの産業廃棄物処理費を収入源とした事業計画が鍵と
なる。
・バイオガス単独の供給事業も成立する可能性がある。
・消化液の農場散布は、農場の過剰な肥沃化と強い地域性があり限定的であり、全国的には水処
理を中心とした低価格型消化液処理技術を求める傾向にある。

・消化液処理後の処理水放流については、地域住民の十分な理解が必要。

●木質バイオマス
・10MWを超える発電設備はFIP制度対象に移行しているが、海外からの継続的かつ安価な原料
の輸入が困難になる方向である。
・中小型発電設備を利用する場合、売電だけではなく熱利用が事業成立性に必要。
・木質系材料（特に未利用材）は需要が高く、価格の高止まりが継続する模様。従って安価な建
築廃材の利用が求められる。
・木質ペレットについては、国が中心に利用別標準化を進めている。



（２）バイオマス関連産業の県内市場動向各
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●国内の市場動向

2020年度の国内市場規模は6,707億円と推計され、バイオマス発電
が中心であるが、今後も成長が見込める

木質バイオマス発電とメタン発酵バイオガス発電の導入件数が年々
増加している。メタン発酵による発電は、食品残渣を原料とする計画
が増えているが、固形物を含む有機性廃棄物の処理が可能な乾式メタ
ン発酵の技術開発を行う事例も出つつある。

＊矢野総合経済研究所 プレスリリース：「バイオマスエネルギー市場に関jする調査を実
施」, No.2841, 2021/10/28.

●県内のバイオマス賦存量

〇食品系賦存量（DW-t/年）〇畜産系賦存量（DW-t/年）〇未利用木質系賦存量（t/年）

県北：4.0万

県中：7.3万

県南：3.8万

相双：0.5万

いわき：1.1万

会津：5.8万

南会津：4.3万

県北：3.2万

県中：6.1万

県南：3.2万

いわき：1.0万

会津：0.7万

南会津：0.1万

相双：2.9万

県北：5.3千

県中：6.0千

県南：1.3千

いわき：3.4千

会津：3.0千

南会津：0.4千

相双：7.9千

＊平成30年度 再生可能エネルギー関連産業基盤構築戦略事業調査報告書より



（３）バイオマス関連産業の主な県内プレーヤーリスト

◆すでにバイオマス発電関連産業に参入済み又は新たに参入を希望している福島県内企業・団体

つくる/はこぶ すえつける サービスを提供する

機器
供給

役
務

保守
点検

研究
機関 【森林総研】 【福島高専】 【東北大学】 【福島大学】

《メタン発酵》
【サギダス】【三浦電気工事】
【郡山制御エンジニアリング】

《メンテナンス》 【共栄】【藤田建設工業】【サギダス】

県外
企業

《乾燥機》
【大和三光製作所】

《木質系発電事業》
【エイブルエナジ―】【グリーン発電会津】
【田村バイオマスエネジー】【福島トヨペット】

《小型木質CHP》
【藤田建設工業】

《機器提供》
【ENTRENCO（ドイツ）】
【AHT（ドイツ）】
【PlanET（ドイツ）】
【Burkhardt（ドイツ）】

《木質燃料》
【シーズ】【遠野興産】
【各地域森林組合》

《燃料製造～発電》【エフオン白河大信発電所】

《発電事業》
【常磐共同火力】【グリーン発電会津】
【田村バイオマスエネジー】
【エア・ウォーター＆エネルギア・パワー小名浜】

《バイオ燃料》
【ひまわり】

《発電用燃料》
海外企業

《メンテナンス》
【ENTRENCO（ドイツ）】

《メタン系》
【共栄】
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（４）バイオマス関連産業取組のクロスSWOT分析各
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